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　　The　present　study　was　unedrtaken　in　order　to　clarify　interaction　between　virus　and　the　host　cells　in
whieh　the　virus　is　growing　aetively，　using　・rabbit　kidney　tissues　cultured　i・n　vitro　according　to　Maitland’s
method　and　the　testicular　strain　of　vaccinia　virus．
　　This　paper　deals　with　experiments　what　experimental　condition　of　Maitland’s　method　is　suitable　for
multiplying　the　virus　and　what　hsitological　and　histochemieal　ehange　oecurrs　in　the　bissues　cultured　by　the
infection　of　the　virus．
　　The　following　results　were　obtained．
　　1．　As　for　the　infiuenees　of　components　of　the　eulture　media　upon　the　multiplication　of　the　virus，
addition　of　a　small　amount　of　rabitt　serum　was　observed　to　accerelate　the　multiplieation　of　the　virus，
Moreover，　among　the　three　saline　solutions　tested，　Hanks’solution　was　most　suitable七〇empIoy　for　the
purpose　of　cultivating　the　virus　in　vi・tro．
　　2．The　tissues　thus　cultured　according　to　Maitland，s　method　in　vitγo　degenera七ed　with　the　time　of
incubation　period　and　no　differenee　was　observed　in　the　histologi．cal　and　histochemica！　preparates　between
the　tissues　cultured　with　the　virus　and　wi七hout　the　virus，
　　The　virus　multiplied　in　the　tissues　ten　times　as　much　as　’in　the　inoculating　material　three　days　after
incubation．
　ウイルスがその細胞内寄生という特性をもとにして宿主
細胞に一．定の変化を与えることは，ウイルス病変の組織発
生の理解のために，極めて重要なことである。しか．もウイ
ルスが宿主細胞内で増殖：するために，宿主細胞の代謝機構
を必要とするということは，ウィルスと宿主細胞の相互作
用の検索の上に代謝病理学的な手段と理解が必要であるを
示すものであろう。この際最も重要な問題の一つとなるの
は，宿主細胞内．に行われる代謝の変動を論ずる場合に，そ
れが常にその属する組織ないし個体のいろいろな制約のも
とに行われるであろうと考えられることである。この点ヵ・
らすれ．ば，組織培養法によってなされる検索は，宿主細胞
として個体の．制約から解放されたものを使用しうる点で駆
めて有利といわねばならない。
　著者は牛痘ウイルスとMaitland1）法．で培．養された家兎
腎組織の相互f乍用を，，形態学的および代謝病理学的に検索
し，ウイルス増殖と，それによって宿主細胞に惹き起され
る．変化の基本的要約を明かにしようとして本実験を行っ
た。
　．第1篇においては，著者の目的に好適の培．養法について
の吟昧と，牛痘ウイルスの感染をうけた培養腎の組織学的
および組緻化学的．変化についての成績を述べ，更に第2篇
においては，この変化を生化学的に取扱．つてえた成績につ
いて述べたい。
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A．実験方法の吟味
Table　1．　lnfluences　of　the　Addition　of
Rαbbit　Ser襯on漉θy伽8　Mul勿1蜘古伽
　1）家兎腎と牛痘ウイルスの培養に対する血清添加の影
響：　組織培養の培地としては，一般に塩類溶液および血
清を使用するが，培養組織における生物学的変化の検索に
は可及的簡単な培地を使用することが望ましい。著者はま
ず血清の添加が腎組織および牛痘ウイルスの増殖のために
不可欠のものであるかどうかの検討を行った。
　培養液1　塩類溶液はHanksL’）液（組成は後述），血清は，
56℃30分非fJJ化した家兎血清を用い，ウイルスは教室保存
の牛痘ウイルス家兎睾丸苗（106M．E．D．）の1，000倍Hanks
稀釈液（103M：．E．D．）を用いた。培地の組成は2群に分ち，
Hours　after
　inoeulation
Addition　of　serum
c一〉 （＋）
a）感染群：
b）対照群：
24　hr． 10　M．E．D．ee 102　M．E．D．
Hanks液
ウイルス稀釈液
家兎血清
Hanks液
ウイルス稀釈液
72　hr． 10S　M．E．D． 103　M．E．D．
?????〔?????????
更に各群に結晶ペニシリンG（100u．／cc）を加え，　pHは7．4
とした。
　培養組織および培養法：　無菌的にとりだした家兎腎組
織をHanks液で洗い，その皮質を1～2mm3大に細切して
よく洗瀞した後0．1g宛秤量し，それぞれ50　cc容量：の三角
コルベンに注入したaおよびbの培養液5ccに浮游せし
め，二重ゴム栓で密栓した後37℃の恒温器に瀞置し培養し
た。その後は24時間および72時凹目にとりだしウイルス
量：を測定した。ウイルスの定量については，培養組織を歴
砕後，凍結融解を3回行い，1，500r．p．m．10分間遠沈後そ
の上清について，家兎背部皮内接種法により発痘力価を測
定し，ウィルス量はM．E．D．をもってあらわした。なおa，
b2群の対照として，腎組織を加えないa群培地のみを同
時に培養し，組織を含まない場合のウイルス量の推移をも
検索した。
　実験成績l　Table　1に示されたごとく，血清添加a群
の発痘力価（以下すべて力価は平均値をもつて示す）は，24
時聞目で培養原液の100倍稀釈即ち102M．E．D．72時間目
で103M．E，D．の発胆力を示し，血清添加のないb群は，24
時聞酒に10皿．E．D．72時間目vz　102　M．E．D．を示した。一
方腎組織を含まないものは，24時彫目に10　M．E．D．48時
押目に5M．E．D．72時間目にはIM．E．D．であった。培養
開始時の接種ウィルス量は102M．E．D．を示し，　a群のみが
培養期問中に10倍のウイルス増量を示したことになる。
　即ち，生ぎた組織細胞を含まない場合は，培養後72時問
で著明なウイルス量の減少をきたしたのに反し，腎組織を
加えた群は，血清添加の有無にかかわらず牛痘ウイルスの
増殖を認め，さらに血清添加がウイルス増殖を促進するこ
10：’　ME．D．　of　the　virus　was　added　into　eaeh　flask
at　the　beginning　of　the　incubation．
　ee　M．E，D．　：　Mi　nimal　eruption　dose．
とが認められた。
　2）実兎腎と牛痘ウイルスの培養に対する培養液中の塩
類組成の相違の影響：組織培養に用いられる塩類溶液は，
Tyrode，　Simm，　Earle，　Gey，　Hanks液などがあげられる
が3），一般には培養組織の洗源用として用いられ，培養組
織におよぼす影響については検索の対照として考えられて
いなレ・。
　教室の宮田4）は，Tyrode液を用いて家兎腎と牛痘ウィ
ルスを培養し，Ackermann5）は培養脳内の炭酸ガスの分
圧を一定にするためWarburg容器を用い，　Pardee6）液
およびSimmの変法液の組合せでインフルエンザ・ウイル
スの培養を行い，CrawfordDはSimm液を用いて牛痘ウ
イルスの増殖を認めている。
　著者は上記のTyrode液，　Ackermannの変法Simm液
とPardee液の組合せおよびHanks液の3種類の液を選
び，牛痘ウィルス増殖におよぼす影響について検索した。
　塩類溶液の組成：
　　Tyrode液・（単位：9＞
　Na　Cl
　Ca　Clg
　KCI
　Mg　CIL，
　Na　HL）PO4
　Na　HCO3
　d－Glucose
Hanks液　（単位；g＞
　Na　Cl
　Ca　CIL）
　K　CI
　Mgso“・7H，，o
　Na，）　HPO4　・2　H，）O
　KH，］　PO4
　Na　HCo3
　d－Glucose
8．O
O．20
0．20
0．20
0．05
1．0
1．0
8．O
O．20
0．40
0．20
0．06
0．06
0．25
1．0
上記の2液とも蒸溜水を加え1，000ccとする。
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Ackermannの変法Simm液（単位：mole　per　lit．）
　Na，　HPO，　・7　H，，O
　Na　Cl
　Na　HCOs
　K　CI
　Ca　CIL）　一2HLO
　Mg　C12　‘　6　Hz，O
　GIucose
Pardee液
O．OOO6
0．0690
0．0360
0．0027
0．OOIO
O．OOIO
O．0220
　　　60％　diethanolamine　in　water　10　cc
　　　6N－HCI　15　ec　　　KHCO：i　3．Og　培養液の組成：　塩類溶液の異なる3群を，a）Tyrode
液，b）Hanks液，　c）Ackermannの変法Simm液とし，
それぞれの塩類溶液8容，非仇化家兎血清1容，およびそ
れぞれの液によるウイルス稀釈液（103　M．E．D．）1容からな
る培地を調製し，ペニシリンG（100　u．／cc）を加えpHは
7．6とした。
　実験方za　：上記3群の培養液それぞれ5cc宛注入した
50cc容量の三角コルベンにi家兎腎皮質0．1　g宛を浮游せ
しめ，実験（1）と同様に培養した。ただし。）群にはPardee
液0，6ccをいれた小試験管を挿入し，それぞれ培養後24時
間，および72時間目のウィルス量を測定した。
　実験成績：　Table　2に示すごとく，ウイルス量は培養
後24時閲目で，b＞群：10L’　M．E．D．　a），　c）群：10　M．E．1）．，
72時間目では，b）群＝10ii　M．E．D．　a），　c）群：102　M．E，D．の
発痘力を示し，培養開始時の接種ウィルス量は10L’　M．E．D．
を示した。即ちHanks液使用群のみが72時聞の培養期闇
申va　10倍量のウイルス増殖を示した。　pHの変化は晶群と
も異なり，培養i後72時刷目では，a）群：6．6，　b）群：6．4，
c）群；7．4を示し，ウィルスがよく増殖したb）群培地の
pHが最も低下した。
培養組織の呼吸を十分ならしめることはウィルス増殖に必
要な一条件と思われる。著者は，密栓培養器内のガス交換
がウィルス増殖におよぼす影響を検索するために，茨の実
験を行った。
　培養液：Hanks液8容，家兎血清1容，牛痘ウィルス
Hanks稀釈液1容。
　培養方法：　実験（1＞，（2）と同様の操作で，家兎腎皮質
0．1gをコルベン内の培地に浮游せしめ密栓した後，　a＞，　b）
2群に分け，両群とも培養調整後ただちに人工二気胸器で滅
菌室気を注入して培養を開始し，以後a群のみ12時聞毎に
1回宛ガス交換を行い，72時寓目にウィルス量を測定した。
　実験成績；Table　3に示すごとく，ガス交換を行っ
たa群の72時耳目のウイルス量は10！・5　M．E．D．で，対照
のb群は10z　M．E．D．接種ウイルス量は10i・5　M．E．D．を示
し，ガス交換を行ったものは対照の5倍のウイルス増殖を
示し，ガス交換が好影響を与えることを認めた。
Table　3．　lnfluences　of　Gas　IITxchange　on
　　　　the　VirzesルTuttiplication
Hours　af七er
　inoculation
72　hr．
　．GqLs．g－xchange
c一一）　　　　　　　　（＋）
10z　M．E．D．be 103　M．E．D．
Table　Z．　，　ln．fZuences　of　Various　Saline
Solut・ions伽the　Virus　Multiped6αtiode
SoTt　of　saline　solution
10t・5　M．E．D．　of　the　virus　was　added　into　each　flask
at　the　beginning　of　the　incubation．
　X　M．E．D．　：　Minimal　eruption　dose．
B。牛痘ウイルス感染をうけた培養家兎腎
　　　の組織学的，組織化学的変化．
正［OULrs　after
inoculation
24　hr．
72　hr．
TyrodeHanks
　　　　　　10　M・E・D・判工02M且n
iou　M．En　1　ios　M．E．D．
Aekermann’s
modified　Simm
10　M．E．D．
102　M．E．D．
10Z　M．E．D．　of　the　vi　rus　was　added　into　each　fiask
at　the　beginning　of　the　incubation．
　一N　M．ED．　：　Minimal　eruption　dose．
　3｝牛痘ウイルス増殖におよぼす培養器内ガス交換の影
響＝ウイルスが生きた組織細胞に寄生して増殖する以上，
培養期間中の組織の活性が高いことが望ましb。この点で
　実験材料：　前項で述べたMaitland培養家兎腎組織
（特に血清添加Hanks液に培養した例）に，102　M．E．D．の牛
痘ウイルスを感染せしめ，感染後，0時問，24および72時
閥目のものにつぎ，対照および感染群について，以下のご
とき組織学的検索および若干の組織化学的検索を行った。
　実験方法：
　1．ヘマトキシリン。エオジン染色：
　2．メチール緑・ピロニン染色；　柴谷法S）に従い，メ
チール緑およびピロニンをそれぞれ精製し，色素混合液で
Carnoy氏液固定切片の染色を行った。メチール緑・ピ・
ニン染色の特異性は教室の近iaSO・〉の突験成績によっても，
一定条件下では特異的にメチール緑は高重合DNA，ピロ
ニンは低距：合DNAおよびRNAを染色することは明か
である。
　3．Feulgen反応の染色：CowdryiO）氏法に従い，
Carnoy氏液固定切片を1N塩酸で60℃4分永降等Schiff
反応を行なった。本法ではDNAが陽性となる。
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　4．アルカリ・フォスファターゼ染色；　80％冷アルコ
ール固定切片を，Gomorili）氏法に従って染色した。基質
としてはβ一グリセロ燐酸を使用した。
　5．Sudan　III染色：
　実験成績：
　1．ヘマトキシリン・エオジン染色所見二
　培養後24時総目の所見：対照，感染群ともに細尿管主
部上皮の変性がめだち，原形質の嗜塩基性の低下，援濃縮
像を認め，更に細胞の崩壊と脱落が認められる。糸球体は
一般に粗で網目状をなして構造が乱れ，内皮細胞には比較
的少数の核融解，濃縮像がみられる。Bowman氏蔑は多く
は拡張し一部にその崩壊を認める。時に感染群において，
細尿管上皮の変性と細尿管の拡張のやや強い例も認められ
たが，特に著しい差異を対照との問には認められなかった。
　培養後72時問目の所見：対照では24時引目にくらべ
細胞の変性崩壊像が高度で，糸球体は24時聞目の変化が更
に強くなり，糸球体索は粗で網状を撫し内皮細胞の破壊が
Fig．　1．　A　seetion　of　the　normal　rabbit　kidney
　tissues　before　the　incubation　with　virus
　　　　（Haematoxylin－eosin　staini　ng）．
麟労’
Fig．　Z．　A　section　of　the　tissues　after　the　72　hour’s
　incubation　with　the　virus．　Degeneration　and
　destruction　of　the　eells　were　observed　to　be
　marked　and　almost　all　of　the　nuclei　of　the
　tubules　were　diminished　（Haematoxyljn－eosin
　staining）．
著明であるが，核の形態は比較的よく保たれているものが
しばしばみられる。細尿管上皮の変性は殊に主部細尿管に
おいて極めて高度であり，細胞核は少数の破壊像および濃
縮像を除いては殆ど消失している。原形質は嗜塩基性の低
下が極めて著しく正常購造は全く認められず，無構造のエ
オジンで染まる塊状を組している。感染群においても対照
とほぼ同様の高度の変性像を認め，これは特に細尿管上皮
に著しく，その強さの程度は対照群との聞に差異を認めな
かった。
　2・Sudan　III染色：対照，感染群ともに培養後24お
よび72時間目において，特別なSudan　III可染性陽性な
．脂肪滴の増加を認めなかった。
　3．メチール緑・ピロニン染色＝
　0時寓目の所見：　糸球体，細尿管上皮および聞質の細
胞板はメチール緑好性を示し，援仁および原形質はピロニ
ン好性を示す。細尿管上皮の原形質では，顯粒状およびフ
ィラメント状の構造がピロニンに染色されて認められる。
　培養後24時聞手の所見：対照，感染群ともに細尿管上
皮の原形質のピロニン好性の減退と，顯粒状構造の減少お
よび，部分的な援DNAの重合度低下が認められた。核
DNA重合度の低下は濃縮におちいった核において一般に
強い。なお糸球体内皮の榎および間質の核は，細尿管上皮
におけるよりは軽度であるがDNA重合度の低下が認めら
れる。即ち，榎DNA軍威度低下は細尿管主部において最
も強く，ついでHenle氏係念，糸球体，間質結合織の順で
弱くなり，聞質結合総の核DNA重合低下は極めて軽度で
ある。なお一般に核におけるメチール緑好性の減少の程度
はピVニン好性の獲得の強さにほぼ平行している。
　培養後72時間目の所見＝　24時無目の所見が更に高度
となり，殊に細尿管主部では少数のピロニン好性を獲得し
た核を認めるほかは核は消失し，原形質のピロニン好性の
低下も弛めて著しい。糸球体内皮の援も大半がピロニン好
性を獲i↑押している。
　4．Feulgen反応の所見：培養後全経過を通じて対照，
感染群ともに，Feulgen陽性の榎の形態はヘマトキシリン・
エオジン染色標本でみられた所見と同様である。ただクロ
マチンの構造は一般に粗になり，陽性度の低下とともに榎
は破壊するが，なおメチール緑・ピロニン染色でみられ
たDNA重合度の低下をきたした核においてもかなりの
Feulgen陽性度を保っている。
　5．　アルカリ・フォスファターゼ染色所見：
　G時繋目の所見；Gomori国法陽性反応は主として皮
質細尿管主部に強い陽性を示す。特に内腔に近い部分即ち
刷毛縁において極めて強い陽性反応を示す。なおその他の
部の原形質および榎も弱腸性であるが，これに反し糸球体
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　Fig．　3．　A　section　of　the　tissues　before　the
　　　　incubation　（Feulgen’s　staining）．
Fig．4．　A　section　of　the七issues　after　the
　　72　hour’s　ineubation　with　the　virus
　　　　　　（Feulgen’s　staining）．
および集合管部は陰性である。
懇懇後24時繋目の所見：対照，感染群ともに陽性度は
ほぼ0時闇目のものに匹敵するか，あるいはむしろそれよ
りも強いが，その陽性を示す細胞構造の破壊が極めて著明
である。即ち陽性反応が主部上皮の刷毛縁に限局してみら
?
惣難百獣
Fig．　5．　A　seetion　of　the　tissues　before　the
　incubation．　S七rong　alkaline　phosphatase
　activity　was　noticed　in　the　brush　borders
　of　the　convoluting　tubule　epitheliums
　　　　　　（Gomori’s　staining）．
Fig。6．　A　section　of　the七issues　after七he　72
　hour’s　ineubation．　Alkaline　phosphatase
　activity　was’observed七〇be　stained　at　the
　convoluting　tubules　（Gomori’s　staining）．
れるようなことは認められない。
　培養後72時問目の所見：細胞の破壊とともにフォスフ
ァターゼ陽性度の滅少がみられるが，核酸においてみられ
たような著明な活性度減少はみられなかった。
総括ならびに考按
　ウイルスが偏細胞内寄生という特性を有し，親和性動物
の，しかも親和性組織ないし細胞という一一定の組緯細胞の
グループに．感染し，その中でのみ増殖し，しかもそこにウ
ィルス病変としての最初の変化を起すことは，多くの学：者
の認めるところである。従ってウイルス病変の組織発生を
明かにするためには，常にウ／ルス・宿主細胞の相互作用
の理解の上にたつ必要があるように思われる。このウィル
スの偏細胞内寄生および親和性細胞との関係は，当然ウ／
ルスが生体のある組織に感染した場合も，また体外に取出
された培養組織に感染した場合にも同様に行われるはずの
ものであり，牛痘ウイルス・家兎腎の組合せについても，
教室の窒谷・改田等はウイルスを直接家兎腎に接種して，
その接種腎にウィルスの増殖を認め，また他：方宮田は家兎
腎を用いてする牛痘ウイルスの組織培養が可能であること
を報告している。勿論生体に感染せしめる場合には，感染
方法またウィルス憂延の様式によって，親和性組織に感染
が成立する場合と成立しない場合とがあるので，親和性組
織のウィルス増殖に対する意義を理解するためには，生体
の種々なる制約のない培養組織について主としてなされる
べきであろう。
　さてウdルスの増殖が生きた組織細胞に依存するなら
ば，当然宿主畑胞の代謝活性とウイルスの増殖の関係が検
索されるべぎであり，組織培養法による場合はその際の培
養組織の種類さらに培養条件の如何が，ウィルス増殖に．重
要な役割をもつことはいうまでもない。従って組織培養法
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によりウKルスと宿主細胞の相互作用を追求するためには
まず培養条件の吟味をすることが重要であろう。
　著者の実験目的はウィルスと培養組織との相互作用の検
索に．あるので，少くとも代謝病理学的検索法を適用する
ためには，培養条件が可及的に簡単でしかもウィルスが十
分増殖することが必要である。著者のえた培養条件の吟味
についての成績からは，比較的簡単な培養液を用いての
Maitland法で十分牛痘ウィルスが家兎腎組織を宿主とし
て増殖すること，培養液として使用したTyrode，　Hanks，
SimmのAckermann変法液については，　Hanks液を使
用した場合においてウイルス増殖が最も良く行われ，培養
後72時五目で0時問の10倍量のウィルスが回収されたこ
と，ウィルスの良く増殖した場合は培養液のpHの低下が
強かったこと，培養液に対する血清添加の有無については，
添加した方がよりウEルスの増殖に好適であったこと，培
養容器中のガス交換がウィルスの増殖に対して良い影響を
与えたことなどが結論される。
　まず培養液の吟昧についてであるが，その主体をなす塩
類溶液の検討はあまり行われていないようである。組織
培養に使用される塩類溶液として1ちTyrode，　Simm，
Ackermannの変法Simm，　Earle，　Gey，　Hanks液など多
数のものがあってそれぞれの特質が論ぜられている。しか
しその多くは，さらに血清および胎児圧搾液を添加して使
用されている。薯者の実験目的からは可及的簡単な組成の
培養液を使用する必要があり，培養液申の塩類溶液として
は，検索した限りではHanks液が良い成績を与えた。比
較的短時間の組織培養では，血清を30～40％という大量に
与えた場合が組織の発育を促進することは明かであり，ま
た胎児圧搾液を加えた方が組織の培養という目的には合致
している。例えばCrawford＆Sanders7）は，家兎皮膚を
使用しての牛痘ウイルスの培養において，家兎血清40％，
胎児圧搾液20％を加えた培地がすぐれていると述べてい
る。しかし著者の選んだ比較的血清の少い，しかも胎児圧
搾液を加えない培養液でも，十分牛痘ウィルスの増殖が行
われることが認められた。
　次に培養邸中の気層の状態であるが，Crawford，宮田4）
はそれぞれ牛痘ウイルスの組織培養には好気性であること
が必要であると述べ，Ackermann「））はSimm液および
Pardee液を使用してのWarburg容器培養で，炭酸ガス
分圧が培養期月中一定に保たれることが重要であるとして
いる。ウdルスの増殖が良い揚合には先にも述べたように
培養液のpHの低下が著しいので，　Ackermann等の考慮
が必要であろうと思われるが，著者の場合には12時閻ごと
に行ったガス交換だけで十分目的は達せられているように
思われる。勿論ウイルスの増殖は接種ウイルス量の10倍
程度にすぎず‘このことは培養朝時が成熟しかも休止の組
織であること，また培養液が不完全であることなどが原因
するものと思われる。
　家にウィルスの組織に対する影響について組織学的およ
び組織化学的立場からみると，著者のえた実験成績からは
特にウイルス感染および増殖が培養組織の形態学的および
検索された範囲の組織化学的像に対して，著明な影響を与
えるようには思われなかった。ウィルス感染，増殖の有無
にかかわらず，培養日数とともに組織は次第に増強する変
性におちいり，結局は細胞の崩壊に終る。殊に第2篇にお
いて述べる生化学的定量値からも裏書されるように，組織
化学的方法によっても，両核酸の減少は日数とともに極め
て著明であり，DNAは一般に重合度の低下家いで減少と
いう順序をたどるものと考え．られる。また培養組織のどの
細胞にも封入体の形成を認めなかったが，教室の宮田4）も
牛痘ウイルス感染培養腎組織の電顕像で，成熟ウイルス粒
子の増殖は認めるが封入体の認められないことを報告して
いる。牛痘ウィルスは家兎の種々な組織細胞で増殖する
が，組織細胞の種類によっては封入体を形成したり，しな
かったりするもので，この関係は教室の橋本21）によってな
されたエクトロリメア・ウィルス増殖の電子顕微鏡的研究
からも裏書される。
　ウイルスの感染，増殖が培養組織の形態に著明な影響を
与えないにしても，ウ／ルスが増殖しつつあることは成績
の示す通りで，当然それに対する宿主細胞の反応が期待さ
れるわけである。従ってこのことは検索法の次元を変えて
追求されねばならないものと思われる。
結 論
　著者は組織培養法により，牛痘ウイルス家兎腎組織の相
互作用を検索するため，ウイルス増殖に好適な培養条件と，
ウィルス増殖による宿主細胞の組織学的および組織化学的
変動を追求し，次の結論をえた。
　1．培地組成の牛痘ウィルス増殖におよぼす影響として
は，比較的に少量でも血清添加がウィルス増殖を好適なら
しめ，またTyrOde，　Hanks，　Ackermannの変法Simm
液の3種の塩類溶液のうち，Hanks液使用が望ましいこと
を認めた。さらに培養器量ガス相を12時間ごとに交換す
るのみでも，ガス交換をしない場合に比しウaルス増殖が
増強せられることを認めた。
　2．組織学的およで組織化学的変動としては，対照，感
染の別なく一様に培養経過とともに強い変性におちいり，
両榎酸の減少を認めたが，ウイルスが増殖している以上何
等かの差異が認められるべきであり，この点に関しては検
索法の方法論的考慮が必要であり，このことについては第
24
2篇において述べる。
交 献
小林　　牛痘ウイルスの増殖と組織培養　1
（昭和31．12．24受付）
1．　Maitland，　H　B．＆Laing，　A．　W．　：　Brit．　J．　Exp．　Path．
　11，　119　（1930）．
2．　Hanks，　J．　H．　：　J．　Cell．　Comp．　Physiol．　31，　235　（1948）．
3．勝田：組織培養（1955）
4．宮田：札幌医誌10，219（昭31）
札幌医誌1957
5．　Ackermann，　W．　W．　：　」．　BioL　Chem．　189，　421（1951）．
6．　Pardee，　A．　B．：　」．　Biol．　Chem．　179，　1085　（1949）．
7．　Crawford，　G．　N．　C．　＆　Sanders，　E　K．　：　Quart．　J．
　Micro．　Sei．　93，　119　（1952）．
8．柴谷＝核酸及び核蛋白質下（1951）．
9．近藤：札幌医誌（投稿中）
10． Cowdry，　E．　V．：　Seience　68，　40（1928）．
IL　Gomori，　G．：　J．　Clin．　Path．　16，　347　（1946）．
12．橋本：札幌医誌（投稿中）
